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●「栄養指導各論実習Ⅱ」について
　本学における「栄養指導各論実習Ⅱ」は、栄養
士養成カリキュラムの「栄養の指導」に位置付け
られ、 2 年次に開講する栄養士資格取得のための
必須科目である。栄養士法の改正（平成14年 4 月
1 日施行）を受けて、栄養士養成カリキュラムが
改正され、「栄養の指導」においては、個人、集
団及び地域レベルでの栄養指導の基本的役割や栄
養に関する各種統計について理解するとともに、
基本的な栄養指導の方法について修得することを
目標とされた。それを受けて、本授業でも、食生
活調査、教育の実施、評価を通して栄養指導の基
本的な技術を学んでいる。栄養指導の対象者は乳
児から高齢者までと幅広い。その中の一つとして、
幼児期の食生活の現状・実態について理解し、現
場での実践できる栄養指導力を習得するために、
子ども・子育て支援研究センター（ぶんぶんひろ
ば）の利用者を対象とした栄養指導を実施した。
●「食育だより」の作成
　「乳幼児期の食生活」について学生が事前学習を
行った後、昨年度当センターで実施した食生活調
査結果から子どもの食生活の実態、保護者の知り
たいことや困っていることなどの内容を盛り込み、
各自テーマを絞って「食育だより」を作成した。今
回は、11月、12月、1月に実施する食育ミニ講座に
配付することを目的とし、季節の話題と旬の食材
を使った簡単な料理の紹介をすることを条件とし
た。さらに、正確な情報をわかりやすく伝えること、
イラストや料理の写真を入れて興味や関心が持て
るよう工夫することに留意し作成した。学生が作成
した「食育だより」のテーマには、「食欲の秋を楽
しむ」「風邪予防と食事」「栄養バランスのよい食事」

「手洗いのしかた・うがいのしかた」「七草粥と鏡開
き」「節分　豆の栄養」など、旬の簡単な料理紹介
では「さつまいもとりんごの簡単おやつ」「かぼちゃ
の焼きドーナツ」「ほうれん草の肉団子甘酢あん」「も
ちもちレンコン」「ツナ入りおやき」などがあった。
●食育ミニ講座の実施
　 5 ～ 7 名の 6 グループに分かれ、各グループ10
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～15分間で食育ミニ講座を 6 回実施した。実施日
は平成25年11月12日（火）、12月 3 日（火）平成
26年 1 月14日（火）12時45分～13時、平成25年11
月22日（金）12月13日（金）平成26年 1 月10日（金）
11時15分～11時30分であった。
　学生たちはグループ内で「食育だより」（A4資
料参照）を完成させ、その内容を伝えるための指
導案を作成後、パネルなどの媒体を作成し、発表
のリハーサルを行うなどの準備をした。実施当日
は、まず食育だよりの配付し、クイズをしながら

（写真 1 ）進めた。さらに、献立例を紹介したり（写
真 2 ）手洗いの実演（写真 3 ）を行ったりした。

●まとめ
　栄養士になる学生たちにとって、子どもや保護
者と関わることのできたことは、今後に役立つ貴
重な経験となった。「食育だより」については、既
習の理論もとに自主的に学習し、専門的知識を深
めることができたと考える。食育ミニ講座では、
対象者が理解しやすくなる工夫を考え実施したが、
子どもたちのいる中での実施は難しく実施方法の
検討が必要と考える。このような機会を重ねてい
くことで、学生の栄養指導力の向上を目指したい。

（文責：食物栄養学科　江坂美佐子）
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